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 第 184 回 浦添 市議会定 例会 の開会に あた り、平成 30 年 度の

市 政 運 営 に 対 す る 私 の 所 信 を 申 し 上 げ 、 議 員 各 位 な ら び に 市

民 の皆様に ご理 解とご協 力を 賜りたい と存 じます。  

 

昨 年 末 の 働 く 世 代 を 対 象 に し た 調 査 「 シ テ ィ ブ ラ ン ド ・ ラ

ン キング住 み よ い街 2017」に おいて、 我が 「浦添市 」は 全国

で 9 位とい う高い 評価を頂 きま した。とりわけ 注目すべ きは 、

実 際 に 浦 添 に 住 み 、 暮 ら し て い る 方 々 か ら 高 い 評 価 を 頂 い た

こ と で あ り 、 ま た 市 民 や 企 業 の 皆 様 の 日 頃 の 活 動 も 含 め た 評

価 で あ る と い う こ と で あ り ま す 。 こ の 結 果 は 私 た ち 浦 添 市 民

に と っ て 、 大 き な 誇 り で あ り 今 後 の 励 み に な る も の で あ り ま

す 。  

そ れ で も 私 は 、 決 し て 現 状 に 満 足 す る こ と な く 、 今 後 と も

ま ち の 経 年 良 化 を 図 り 、 更 な る 「 住 み よ い ま ち 」 を 築 い て ま

い りたいと 考え ておりま す。  

 

ま ち は 、 様 々 な 人 々 が 暮 ら す 舞 台 で あ り 、 夢 と 希 望 に 向 か

っ て 活 動 す る 舞 台 で も あ り ま す 。 ま た 、 ま ち で は 様 々 な 人 々

の 生 活 の 光 と 影 が 交 差 し 、 そ の 土 地 か ら に じ み 出 る ま ち の 表

情 も様々で すが 、「性 別や年齢、価値観 の違い や障がい の有 無

な ど 、 そ れ ぞ れ の 多 様 性 や 人 権 を 互 い に 認 め 合 い 、 尊 重 し 合

い、誰 もが幸 せを 実感する こと ができる まち 」、そし て「誰も

が いつまで も住 み続けた いと 思うまち 」、そ れこそが 真に「 住

み よいまち 」で あると私 は考 えます。  

 

私 は 、 市 民 本 位 の ま ち づ く り を し っ か り と 施 策 の 中 心 に 据

え 、 広 報 う ら そ え １ 月 号 で 発 表 し ま し た 「 沖 縄 １ 優 し い 福 祉

の まち」を合 言葉 に、「全 ての人 が、その人 らし い幸せを 手に

入 れ る こ と を 、 み ん な の 力 で 実 現 で き る ま ち 」 を 目 指 し 、 浦

添 市民にと って 真に「住 みよ いまち」 を築 いて まい りま す。  
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そ の 実 現 に 向 け 、 私 は 「 子 育 て 世 代 の 社 会 参 加 支 援 」、「 市

民 の 幸 せ づ く り 」、「 共 生 の ま ち づ く り 」 に 全 力 を 尽 く し て ま

い ります。  

 

先ず、「子育て世代の社会参加支援」についてご説明

します。  

 我 が 国 で は 東 京 へ の 一 極 集 中 に 歯 止 め が か か ら ず 、 地 方 で

は 未 だ に 少 子 高 齢 化 が 進 行 し て お り ま す 。 本 市 に お き ま し て

も 、 近 年 人 口 が 伸 び 悩 む な か 、 子 育 て 世 代 の 近 隣 市 町 村 へ の

転 出 等 に よ り 少 子 高 齢 化 が 確 実 に 進 行 し て お り ま す 。 こ の よ

う な 状 況 が 今 後 と も 続 け ば 、 地 域 経 済 活 動 の 主 役 で あ る 「 生

産 年 齢 人 口 」 が 減 少 し 、 そ れ に 伴 う 財 政 基 盤 の 弱 体 化 、 行 政

サ ー ビ ス の 低 下 、 結 果 と し て 人 口 の 減 少 を 招 く と い う 「 負 の

ス パイラル 」に 陥りかね ませ ん。  

こ の よ う な 状 況 を 打 破 し 、 住 み よ い ま ち を 築 い て い く た め

に は 「 子 育 て 世 代 」 が し っ か り と 定 住 し 、 社 会 参 加 し て い く

こ と が 極 め て 重 要 で あ り ま す 。 そ の た め 「 居 住 の 受 け 皿 づ く

り 」 と し て 、 南 第 一 地 区 、 南 第 二 地 区 及 び て だ こ 浦 西 駅 周 辺

の 「 区 画 整 理 事 業 」 を 積 極 的 に 推 進 し 、 子 育 て 世 代 の 定 住 を

促 進してま いり ます。  

そ し て 、 働 き た い と 思 う 子 育 て 世 代 が 安 心 し て 働 け る よ う

「 保 育 の 受 け 皿 づ く り 」 と し て 、 新 た に 保 育 所 と 幼 稚 園 の 機

能 を 併 せ 持 つ 「 認 定 こ ど も 園 」 を 整 備 す る と と も に 、 県 外 か

ら 保育士を 募る 「保育士 okinawa ス テイ計画 」による 保育 士

の 確 保 な ど に も 積 極 的 に 取 り 組 み 、 ハ ー ド と ソ フ ト の 両 面 か

ら 待 機 児 童 の 解 消 を 図 る こ と で 、 子 育 て 世 代 の 社 会 参 加 を 促

進 してまい りま す 。  

以 上 の 施 策 を 有 機 的 ・ 包 括 的 に 実 施 す る た め に は 、 子 ど も

に 関する取 り組 みを 一元 化す る必要が ある と考え 、新たに「こ

ど も 未 来 部 」 を 創 設 し 、 横 断 的 ・ 重 層 的 に 取 り 組 ん で ま い り
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ま す。  

 

次に、「市民の幸せづくり」についてであります。                                                   

全 て の 人 は 、 誰 も が 「 幸 せ 」 に な る 権 利 が あ り ま す 。 幸 せ

の 捉え方は 人に よって様 々で すが 、私は 、「 幸せ 」と は「安 心

感 」と「満 足感 」を実感 でき ることだ と考 えており ます 。  

私 は 浦 添 の ま ち を 、 全 て の 人 が 年 齢 や 性 別 に 関 係 な く 、 ま

た 障 が い の 有 無 に も 関 係 な く 安 心 し て い ら れ る ま ち 、 そ し て

全 て の 人 が 夢 や 希 望 に 向 か っ て 活 動 し 、 や り が い と 満 足 感 を

感 じ る こ と が で き る ま ち 、 そ ん な 「 幸 せ 」 な ま ち に し て い き

た いと考え てお ります。  

性 につきま して は、昨年 1 月 の「レイ ンボ ー都市う らそ え

宣 言 」 に 基 づ き 、 互 い に 性 の 多 様 性 を 認 め 合 う ま ち づ く り に

取 り組んで まい ります。障がい を持った 方々 に対しま して は、

障 が い 児 通 所 支 援 を は じ め ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ て 切 れ 目 な

く 支援する ため の「（仮 称）発 達障がい 児関 連複合施 設」を整

備 するほか 、幼稚 園におけ る「特 別支援学 級」の 拡充を図 り、

市 民が安心 して 暮らせる 環境 を築いて まい ります。  

ま た 、 市 民 一 人 一 人 が 主 役 と な り 、 夢 と 希 望 に 向 か っ て や

り が い や 生 き が い が 実 感 で き る よ う 「 生 涯 学 習 」 と 「 市 民 の

夢 応 援 プ ロ ジ ェ ク ト 」 と の 連 携 強 化 を 図 る な ど 市 民 が 満 足 で

き る環境を 築き 、市民の 幸せ づくりに 努め てまいり ます 。  

 

そして、「共生 のま ちづ くり 」に つい てで あり ます 。                                                  

福 祉、教育 、社 会基盤な どの 分野は、 本来 行政が果 たす べ

き 大きな役 割で あります が、 それを支 える 財政基盤 は、 地方

自 治体にお いて 大きく揺 らい できてお り、 多くの自 治体 が歳

出 の削減に 取り 組まざる を得 ない状況 にあ ります。  

当 然 、 行 政 の 取 り 組 み は 、 原 則 と し て 財 政 的 身 の 丈 に 合 っ

た も の で な け れ ば な り ま せ ん 。 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る た
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め に は 、 必 然 的 に 財 政 的 身 の 丈 を 大 き く し て い く こ と が 必 要

と なります 。本市 では平成 29 年 度に策定 した「 浦添市 産業振

興 ビ ジ ョ ン 」 及 び 「 浦 添 市 観 光 振 興 計 画 」 な ど を 踏 ま え た 地

域 経 済 の 活 性 化 や ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ の 導 入 な ど に よ る 財 源 確

保 等、「稼 ぐ力」をよ り一層 強化 し、財政基 盤を 骨太にす るこ

と で市民サ ービ スの向上 を図 ってまい りま す。  

一 方 、 市 民 の 生 活 様 式 と 価 値 観 の 多 様 化 に 伴 い 、 市 民 ニ ー

ズ も 多 種 多 様 化 し 、 行 政 だ け で 対 応 す る こ と が 困 難 な 取 り 組

み も増えて きて おります 。その ため、市 民、企 業の皆様 には 、

是 非 と も 、 こ れ ま で 以 上 に 浦 添 の ま ち づ く り に お 力 添 え を 賜

り たいと考 えて おります 。  

カ ーミージ ー周 辺におい ては、4 月 1 日 に施 行される「 浦添

市 里 浜 の 保 全 及 び 活 用 の 促 進 に 関 す る 条 例 」 を も と に 官 民 が

一 体 と な っ て 自 然 環 境 の 保 全 や 活 用 に 取 り 組 み 、 協 働 に よ る

ま ち づ く り を 進 め て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。 同 様 に 市

内 の 市 民 活 動 の 活 性 化 を 図 る た め 、 市 役 所 内 の 「 市 民 協 働 の

窓 口 」 を 一 元 化 し 、 市 民 と 行 政 が 対 等 の 立 場 で そ れ ぞ れ の 役

割 を 果 た し な が ら 、 協 働 に よ る ま ち づ く り に 取 り 組 み 、 共 生

の まちづく り に 努めてま いり ます 。  

 

浦 添市は、たとえ 財 政状況 が厳 しいなか にお いても 、「真に

住 みよいま ち」づ くりに向 け し っかり取 り組 んで まい ります。 

そ し て そ の 主 役 と な る の は 、 他 で も な く 私 た ち 「 う ら し ー ん

ち ゅ」であ りま す。  

 

ど うか市民 の皆 様、そし て市議 会の皆様 、「沖 縄１優し い福

祉 のまち」の 実現 に向け、平成 30 年 度を「う らそえ福 祉の ま

ち 元 年 」 と し 、 真 に 「 住 み よ い ま ち 」 を 官 民 連 携 で 築 い て ま

い りましょ う。  
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以 上、平成 30 年 度の市政 運営 にあたっ ての 私の所信 を申 し

上 げ ま し た 。 そ の 他 の 施 策 に つ き ま し て は 、 総 合 計 画 の 政 策

体 系に基づ き、 順次ご説 明い たします 。  

 

第 １ は「 希 望と 活 力に あ ふれ た 生活 創 造都 市 」につ

いてであります。  

 

産 業振興に つき ましては 、「浦 添市産業 振興 ビジョン 」及び

「 浦添市中 小企 業・小規 模企業 振興基本 条例 」に基づ き、市 、

企 業 、 市 民 等 各 関 係 者 の 更 な る 相 互 理 解 に 努 め 、 地 域 産 業 の

安 定化・活 性化 を推進し てま いります 。  

通 り 会 活 動 へ の 支 援 に つ き ま し て は 、 地 域 の 特 色 を 活 か し

た 各 種 イ ベ ン ト へ の 支 援 、 組 織 の 強 化 拡 充 へ の 支 援 等 に 取 り

組 んでまい りま す。  

観 光振興事 業に ついては 、「観 光振興計 画 」に 基づく事 業を

展 開 し 、 更 な る 観 光 誘 客 を 図 っ て ま い り ま す 。 ま た 、 沖 縄 都

市 モ ノ レ ー ル 浦 添 前 田 駅 周 辺 に 計 画 し て い ま す 観 光 拠 点 施 設

に つ き ま し て は 、 観 光 情 報 の 発 信 拠 点 と し 、 観 光 客 や 市 民 が

行 き交う交 流の 場と なる よう 整備を進 めて まいりま す。  

東 京 ヤ ク ル ト ス ワ ロ ー ズ 関 連 に つ き ま し て は 、 小 川 新 監 督

の も と 、 東 京 ヤ ク ル ト ス ワ ロ ー ズ が 日 本 シ リ ー ズ を 制 覇 で き

る よ う 、 市 を 挙 げ て 応 援 し て ま い り ま す 。 ま た 、「 浦 添 デ ー 」

や 「 春 季 キ ャ ン プ 」 を 活 用 し た 本 市 の 観 光 Ｐ Ｒ 事 業 及 び 観 光

誘 客 事 業 を 実 施 す る と と も に 、 同 球 団 と 縁 の あ る 四 自 治 体 間

に よ る 交 流 事 業 を 継 続 し 、 本 市 の 更 な る 観 光 振 興 に 努 め て ま

い ります。  

農 業 に つ き ま し て は 、 農 業 フ ェ ス タ 支 援 事 業 を 実 施 す る と

と も に 、 シ マ グ ワ 関 連 の 特 産 品 開 発 を 研 究 機 関 ・ 企 業 と 連 携

し て取り組 んで まいりま す。  

水 産 業 に つ き ま し て は 、 国 の 機 能 増 進 事 業 を 活 用 し 、 牧 港
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漁 港 の 施 設 改 善 を 図 り 、 漁 業 拠 点 と し て の 機 能 の 充 実 に 努 め

て まいりま す。  

雇 用 機 会 の 創 出 に つ き ま し て は 「 浦 添 市 企 業 立 地 ・ 雇 用 施

策 方 針 」 に 基 づ き 、 企 業 誘 致 や 創 業 支 援 等 に 取 り 組 ん で ま い

り ます。  

ま た、国が進める「働 き方改革」の実 現に向け、「 クラウ ド

ソ ー シ ン グ 」 や 「 テ レ ワ ー ク 」 の 導 入 を 目 指 し 、 働 き た い 人

が 働くこと ので きる環境 づく りに努め てま いります 。  

技 能五輪・アビリ ンピック おき なわ全国 大会 が 平成 30 年 11

月 に 開 催 さ れ 、 市 内 ３ ヵ 所 も 会 場 と な り ま す 。 沖 縄 県 を は じ

め 関係機関 と連 携し、大 会成功 に向け取 り組 んでまい ります 。 

那 覇 港 港 湾 整 備 に つ き ま し て は 、 引 き 続 き 「 那 覇 港 港 湾 計

画 」に基づ き、 整備を推 進し てまいり ます 。  

那 覇 港 浦 添 ふ 頭 地 区 第 一 ス テ ー ジ 事 業 都 市 機 能 用 地 で は 大

型 商業施設 の建 設工事が 着工 され、平成 31 年度の 開業に向 け

整 備 が 進 ん で お り ま す 。 事 業 者 と と も に 、 既 存 の 沖 縄 観 光 に

な い 新 た な 付 加 価 値 を も つ 、 賑 わ い と ゆ と り の あ る 質 の 高 い

都 市リゾー ト形 成を目指 して まいりま す。  

第 二 ス テ ー ジ 事 業 と な る コ ー ス タ ル リ ゾ ー ト 地 区 に つ き ま

し て は 、 那 覇 港 管 理 組 合 が 進 め て い ま す 「 那 覇 港 港 湾 計 画 」

の 改 訂 に お き ま し て 、 西 向 き の ビ ー チ 、 大 型 ク ル ー ズ 船 バ ー

ス、マリー ナの 整 備が位置 づけ られるよ う 努 めてまい ります。 

牧 港 補 給 地 区 に つ き ま し て は 、 基 地 返 還 後 に 円 滑 に 整 備 が

で き る よ う 、 沖 縄 振 興 特 別 推 進 交 付 金 を 活 用 し た 土 地 の 先 行

取 得事業を 引き 続き推進 して まいりま す。  

沖 縄 都 市 モ ノ レ ー ル 駅 周 辺 の ま ち づ く り に つ き ま し て は 、

新 駅 の 整 備 に 併 せ 、 交 通 拠 点 の 機 能 と 新 た な 市 街 地 の 形 成 を

推 進してま いり ます。  

南 第 一 及 び 南 第 二 土 地 区 画 整 理 事 業 に つ き ま し て は 、 快 適

で 安 ら ぎ に 満 ち た 都 市 環 境 を 創 出 す る た め 、 引 き 続 き 整 備 を
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推 進してま いり ます。  

経 塚 駅 周 辺 地 区 に つ き ま し て は 、 整 備 中 の 経 塚 公 園 や 玉 城

朝 薫 墓 な ど の 地 域 資 源 を 活 用 し 、 駅 周 辺 の 活 性 化 を 図 っ て ま

い ります。  

浦 添前田駅 周辺 地区 につ きま しては 、史 跡浦 添 城 跡
じょうあと

の 麓
ふもと

に 位 置 す る 特 性 を 踏 ま え 、 歴 史 的 景 観 に 配 慮 し た 必 要 最 小 限

の 市 街 地 整 備 を 進 め て ま い り ま す が 、 モ ノ レ ー ル 新 駅 開 業 が

も た ら す 社 会 的 ・ 経 済 的 効 果 を 十 分 に 活 か し 、 賑 わ い を 感 じ

る 浦 添 市 の 新 た な “ 顔 ” に ふ さ わ し い ま ち づ く り を 展 開 し て

ま いります 。  

て だ こ 浦 西 駅 周 辺 地 区 に つ き ま し て は 、 総 合 交 通 結 節 点 機

能 を 活 か し た 本 市 の 東 の 玄 関 口 と し ま し て 、 分 散 型 エ ネ ル ギ

ー シ ス テ ム の 導 入 に よ る ス マ ー ト シ テ ィ ー を 目 指 し 、 魅 力 あ

ふ れる市街 地整 備を進め てま いります 。  

主 要 な 幹 線 道 路 等 に つ き ま し て は 、 来 る ３ 月 に 、 臨 港 道 路

浦 添 線 及 び 沖 縄 西 海 岸 道 路 浦 添 北 道 路 が 開 通 い た し ま す 。 周

辺 道路にお いて も、国及 び 沖縄 県と連携 し、国道 58 号拡幅工

事 及 び 県 道 浦 添 西 原 線 （ 港 川 道 路 ） の 整 備 を 促 進 す る ほ か 、

県 道 浦 添 西 原 線 の モ ノ レ ー ル 導 入 区 間 に お け る 拡 幅 の 事 業 促

進 及 び シ ン ボ ル ロ ー ド 化 に 努 め て ま い り ま す 。 ま た 、 公 共 交

通 の 拡 充 を 図 る た め 、 バ ス 網 の 再 構 築 等 を 行 い 、 広 域 交 通 の

要 衝である 国道 58 号 及び県道 浦添西原 線の 慢性的な 交通 渋滞

の 緩和に努 め て まいりま す 。  

沖 縄 都 市 モ ノ レ ー ル 延 長 事 業 に つ き ま し て は 、 沖 縄 本 島 を

縦 断 す る 広 域 公 共 交 通 基 幹 軸 の 構 築 の た め 、 沖 縄 自 動 車 道 を

結 ぶ 交 通 結 節 拠 点 を 形 成 す る と と も に 、 利 便 性 が 高 く 環 境 に

優 し い ま ち づ く り の 形 成 を 図 り な が ら 、 沖 縄 県 、 那 覇 市 及 び

沖 縄都市モ ノレ ール株式 会社 とともに 、平成 31 年 の開業に 向

け て事業推 進に 努めてま いり ます。  
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地 域 交 通 の 円 滑 化 、 安 全 性 の 確 保 等 快 適 な 暮 ら し を 支 え る

た め 、 生 活 基 盤 と な る 補 助 幹 線 道 路 及 び 生 活 道 路 整 備 を 推 進

し てまいり ます 。  

オ リ オ ン 通 り 線 や 沢 岻 石 嶺 線 ほ か ５ 路 線 に つ き ま し て は 、

引 き 続 き 効 率 的 な 整 備 に 取 り 組 み 、 早 期 完 成 を 目 指 し て ま い

り ます。  

未 買 収 道 路 用 地 に つ き ま し て は 、 沖 縄 振 興 特 別 推 進 交 付 金

を 活用した 基金 により 、 用地 取得に取 り組 んでまい りま す。  

下 水 道 事 業 に つ き ま し て は 、 南 第 一 、 南 第 二 土 地 区 画 整 理

事 業 、 並 び に て だ こ 浦 西 駅 周 辺 区 画 整 理 事 業 地 内 の 下 水 道 整

備 を推進し てま いります 。  

水 道 事 業 に つ き ま し て は 、 水 の 安 定 供 給 を 確 保 す る た め 、

配 水管網の 整備 を推進し てま いります 。  

併 せ て 、 災 害 に 強 い 水 道 施 設 を 構 築 す る た め 、 耐 震 性 を 有

す る 配 水 管 を 整 備 し 、 安 心 安 全 な 水 の 供 給 に 努 め て ま い り ま

す 。  

 

第 ２ は「 世 界に 翼 を広 げ る交 流 文化 都 市 」 に ついて

であります。  

 

幼 稚園教育 につ きまして は、「 浦添市幼 児教育 振興アク ショ

ン プ ロ グ ラ ム 」 や 「 浦 添 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 」 な

ど に 基 づ き 、 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 す る 取 り 組 み に 努 め て ま い

り ます。  

３ 年 保 育 に つ き ま し て は 、 現 在 実 施 し て い る 浦 添 幼 稚 園 ・

牧 港 幼 稚 園 に 、 浦 城 幼 稚 園 を 加 え た ３ 園 で 実 施 し て ま い り ま

す 。  

幼 稚 園 給 食 に つ き ま し て は 、 現 在 実 施 し て い る 浦 添 幼 稚

園・牧港 幼稚園に ６園を加 え、計 ８園で実 施し てまいり ます。  

預 か り 保 育 及 び 時 間 延 長 保 育 に つ き ま し て は 、 引 き 続 き 全
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園 で取り組 んで まいりま す。  

幼 稚 園 の 特 別 支 援 教 育 に つ き ま し て は 、 こ れ ま で の ５ 歳 児

対 象 の 特 別 支 援 学 級 に 加 え 、 ３ 歳 児 ・ ４ 歳 児 も 対 象 と す る こ

と とし、平成 30 年度は 相談、検 査、判 定業務を 行い、平成 31

年 度の設置 に向 けて準備 を進 めてまい りま す。  

学 校教育に おき ましては「生き る力」を育成す るととも に、

子 ど も 一 人 ひ と り の 個 性 を 生 か す 教 育 を 推 進 し て ま い り ま す 。 

学 力向上に つい ては、平 成 29 年度より 3 カ年 の推進期 間と

し て 全 県 で 取 り 組 ま れ る 学 力 向 上 施 策 「 学 力 向 上 推 進 プ ロ ジ

ェ ク ト 」 を 基 に 、 市 独 自 の 取 り 組 み も 充 実 さ せ な が ら 、 幼 児

児 童生徒の 学力 向上に努 めて まいりま す。  

情 報 教 育 に つ き ま し て は 、 こ れ ま で 整 備 し て き ま し た 電 子

黒 板、大型 地デ ジテレビ 、タ ブレット その他 ICT 機器の 有効

活 用に努め てま いります 。  

特 別 支 援 教 育 に つ き ま し て は 、 特 別 支 援 学 級 設 置 並 び に 特

別 支 援 教 育 ヘ ル パ ー 派 遣 に よ る 支 援 の 充 実 に 努 め る と と も に 、

保 護 者 及 び 関 係 機 関 と 連 携 し 、 特 別 支 援 教 育 の 充 実 に 努 め て

ま いります 。  

英 語 教 育 に つ き ま し て は 、 英 語 指 導 助 手 の 各 小 中 学 校 へ の

配 置 に よ る 英 語 教 育 、 国 際 理 解 教 育 の 充 実 に 取 り 組 ん で ま い

り ます。  

ま た 、 小 中 連 携 の 英 語 教 育 及 び 国 際 理 解 教 育 推 進 の 一 環 と

し ま し て 、 中 学 生 海 外 短 期 留 学 生 派 遣 事 業 の 充 実 を 図 っ て ま

い ります。  

小 学 校 ５ 年 生 全 員 を 対 象 に 実 施 し て い ま す エ コ ア イ ラ ン ド

に 向 け た 人 材 育 成 及 び キ ャ リ ア 教 育 事 業 に つ き ま し て は 、 都

市 部 で は 体 験 で き な い 諸 活 動 を と お し て 、 児 童 の 社 会 性 ・ 協

調 性 等 を 育 み 、 将 来 に つ な が る キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 を 図 っ て

ま いります 。  
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未 来へ翔た く 太 陽
てぃーだ

っ 子育成事 業に つきまし ては 、沖縄 県代

表 と し て 派 遣 さ れ る 児 童 生 徒 が 大 会 等 で 活 躍 で き る よ う 、 引

き 続き支援 を行 ってまい りま す。  

幼 稚 園 ・ 小 中 学 校 施 設 の 整 備 に つ き ま し て は 、 老 朽 化 し た

施 設 を こ れ ま で 順 次 改 築 し 、 耐 震 化 を 図 っ て き た と こ ろ で あ

り、平成 30 年度 は前田幼 稚園 や浦城幼 稚園 の園舎増 築、港 川

小 学校屋内 運動 場の改築 など を実施し てま いります 。  

課 題 を 抱 え る 児 童 生 徒 に つ き ま し て は 、 教 育 相 談 体 制 を 充

実 させると とも に、「自 立支援 室 ひなた」にお きまして、学校

と 連 携 し な が ら 社 会 的 自 立 に 向 け た 支 援 体 制 を 強 化 し て ま い

り ます。  

学 校 給 食 に つ き ま し て は 、 安 心 し て 子 育 て が で き る 環 境 の

整 備 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 浦 添 市 立 小 中 学 校 に 在 籍 す る

小 学 校 １ 年 生 か ら 中 学 校 ３ 年 生 ま で を 対 象 に 、 所 得 制 限 付 で

給 食費を全 額補 助いたし ます 。  

青 少 年 の 健 全 育 成 に つ き ま し て は 、 青 少 年 が 地 域 社 会 の 中

で 心 身 と も に 健 や か に 成 長 で き る よ う 、 関 係 団 体 と 連 携 を 図

り 、 深 夜 の 子 連 れ 飲 食 の 制 限 や 深 夜 は い か い 防 止 な ど 、 地 域

ぐ るみで健 全育 成に努め てま いります 。  

ま た 、 青 少 年 を 有 害 な 環 境 か ら 保 護 す る た め 、 巡 回 指 導 や

立 入調査等 を 実 施してま いり ます 。  

中 国 泉 州 市 ・ 浦 添 市 小 中 学 生 交 流 事 業 に つ き ま し て は 、 今

年 度 は 中 国 泉 州 市 か ら 児 童 の 受 入 れ を 行 い 、 国 際 社 会 に 対 応

す る青少年 の人 材育成に 取り 組んでま いり ます。  

社 会 教 育 に つ き ま し て は 、「 市 民 の ま な び 応 援 講 座 」「 あ な

た に伝えた い市 民講座 」「浦添 市てだこ 学園 大学院 」等を実 施

し 、 市 民 の 教 育 力 向 上 を 図 る と と も に 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が

そ の 役 割 を 自 覚 し 、 連 携 ・ 協 働 し な が ら 、 子 ど も た ち の 成 長

と 地 域 社 会 の 課 題 解 決 を 行 う 仕 組 み づ く り の 強 化 に 努 め て ま
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い ります。  

生 涯 ス ポ ー ツ に つ き ま し て は 、「 浦 添 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 」

に 基 づ き 、 市 民 が 気 軽 に ス ポ ー ツ 活 動 が 行 え る よ う 、 学 校 体

育 施 設 開 放 事 業 や 体 育 施 設 整 備 等 の 各 環 境 整 備 に 努 め 、 ラ イ

フ ス テ ー ジ に 応 じ た ス ポ ー ツ 活 動 の 推 進 に 努 め て ま い り ま す 。 

ま た 、 本 市 の 春 の 風 物 詩 と し て 定 着 し て お り ま す 「 て だ こ

ウ ォ ー ク 」 に つ き ま し て は 、 引 き 続 き 関 係 団 体 と 連 携 し て 取

り 組み、市 民の 健康増進 及び 観光振興 を図 ってまい りま す。  

文 化 芸 術 振 興 事 業 に つ き ま し て は 、 ミ ュ ー ジ カ ル 創 出 事 業

「 尚 寧 王 」 や 、 児 童 ・ 生 徒 の 音 楽 の 能 力 向 上 や 豊 か な 感 性 を

育 て る こ と を 目 的 と す る 「 小 中 学 生 音 楽 コ ン ク ー ル 」 を 実 施

し てまいり ます 。  

ま た 、 優 れ た 美 術 工 芸 に ふ れ あ う 機 会 を 提 供 す る た め 「 沖

展 」等の協 力事 業に取り 組ん でまいり ます 。  

浦 添 市 美 術 館 に つ き ま し て は 、 琉 球 や 日 本 の 美 術 工 芸 品 を

中 心に、世界の「光り 輝くも の」を 集 めた「（ 仮称）きら きら

ひ か る 」 展 を 開 催 す る な ど 、 常 設 展 ・ 企 画 展 の 充 実 を 図 り 、

文 化・芸術 の振 興に努め てま いります 。  

浦 添 市 立 図 書 館 に つ き ま し て は 、 市 民 の 多 様 な 要 望 に 応 え

る た め の 蔵 書 構 築 を 図 り 「 暮 ら し に 役 立 つ 図 書 館 」 を 目 指 し

て ま い り ま す 。 ま た 、 読 書 案 内 、 お は な し 会 、 う ら そ え Ｙ Ａ

文 芸 賞 を 実 施 し 、 児 童 ・ 生 徒 の 読 書 活 動 を 推 進 し て ま い り ま

す 。  

浦 添市内遺 跡発 掘調査事 業に つきまし ては 、国指 定史跡「 浦

添 城 跡
じょうあと

」 や 「 仲 間 火
ひ
ヌ
ぬ

神
かん

」 の 復 元 整 備 に 向 け た 発 掘 調 査 を

実 施してま いり ます。  

浦 添 城 跡
じょうあと

復 元 整 備 事 業 に つ き ま し て は 、 整 備 計 画 の 策 定
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と 復元工事 の推 進に 努め、 中 頭 方
なかがみほう

西 海 道
せいかいどう

や普 天
ふてん

満 参詣
まさんけい

道
みち

に

つ きまして は、石 畳道等の 整備 を推進し 、「歴 史と文化 の薫 る

ま ちづくり 」を 進めてま いり ます。  

国 際 交 流 事 業 に つ き ま し て は 、 浦 添 市 国 際 交 流 協 会 並 び に

沖 縄 国 際 セ ン タ ー と 連 携 を 図 り 、 市 民 レ ベ ル で の 取 り 組 み を

推 進 し 、 増 加 す る 外 国 人 住 民 が 安 心 し て 暮 ら せ る よ う 多 文 化

共 生社会の 視点 でまちづ くり を進めて まい ります。  

ま た、今年 は泉州 市との友 好都 市締結 30 周年 の節目の 年 で

ご ざ い ま す 。 式 典 及 び レ セ プ シ ョ ン を 本 市 で 開 催 し 友 好 の 絆

を 深めてま いり ます。  

平 和 事 業 に つ き ま し て は 、 中 学 生 平 和 交 流 事 業 を 引 き 続 き

実 施 す る と と も に 、 戦 争 の 悲 惨 さ や 平 和 の 尊 さ を 考 え る イ ベ

ン トを開催 し、 市民の平 和意 識の向上 を図 ってまい りま す。  

 

第 ３ は「 と もに 支 え合 う 健康 福 祉都 市 」に つ いてで

あります。  

 

浦 添 市 社 会 福 祉 協 議 会 、 浦 添 市 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 連 絡 協

議 会 等 各 福 祉 団 体 の 運 営 を 支 援 し 、 市 民 福 祉 の 向 上 に 努 め て

ま いります 。  

コ ミ ュ ニ テ ィ ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 事 業 に つ き ま し て は 、 市 内

各 中 学 校 区 の コ ミ ュ ニ テ ィ ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー を 中 心 に 、 地

域 に お け る 総 合 的 な 相 談 体 制 の 確 立 、 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の

推 進 を 図 っ て ま い り ま す 。 ま た 、 災 害 時 に お け る 避 難 行 動 要

支 援 者 の 支 援 体 制 の 強 化 な ど 、 地 域 で 支 え 合 う 福 祉 社 会 の 形

成 に努めて まい ります。  

健 康づくり の推 進につき まし ては、「健康・食 育うらそ え 21」

「 データヘ ルス 計画」等に基づ き、生 活習慣病 の重症化 予防 、

特 定 健 診 や が ん 検 診 の 受 診 率 向 上 等 に 向 け た 取 り 組 み を 強 化
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し 、生涯元 気に 暮らせる 健康 づくりを 推進 してまい りま す。  

母 子 保 健 事 業 に つ き ま し て は 、 親 子 健 康 手 帳 の 交 付 時 か ら

妊 婦への保 健指 導の強化 ・充 実を 図っ てま いります 。  

平成 30 年度より 、妊婦歯 科健診 事業を開 始し 、乳幼児 健康

診 査、2 歳児 歯科 健診と合 わせ て、妊娠期から 一貫した むし 歯

予 防に取り 組み 、歯科保 健の 向上を目 指し てまいり ます 。  

予 防接種事 業に ついては 、平成 29 年 度より実 施してい る日

本 脳 炎 ワ ク チ ン の 全 額 公 費 負 担 を 引 き 続 き 実 施 す る な ど 、 各

種 予 防 接 種 の 接 種 率 向 上 に 向 け た 取 り 組 み を 推 進 し 、 感 染 症

発 生予防に 努め てまいり ます 。  

“ 子 ど も を 主 役 に ” の ま ち づ く り の 推 進 に 向 け て は 、 引 き

続 き 待 機 児 童 解 消 を 目 指 し 、 法 人 保 育 所 の 整 備 支 援 、 保 育 士

の 確 保 や 離 職 防 止 に 向 け た 取 り 組 み を 積 極 的 に 行 い 、 保 育 サ

ー ビスの質 的・ 量的充実 を 図 ってまい りま す 。  

公 立幼稚園 の認 定こども 園移 行につき まし ては、平 成 30 年

度 は仲西幼 稚園 を移行し 、平成 31 年 度以降 も年次的 に進 め、

保 護 者 の 多 様 な ニ ー ズ に 応 じ た 教 育 と 保 育 の 提 供 に 努 め て ま

い ります。  

認 可 外 保 育 施 設 へ の 支 援 に つ き ま し て は 、 多 子 世 帯 の 保 護

者 負担軽減 策と して、保 育料の 軽減に取 り組 んでまい ります。 

学 童 ク ラ ブ に つ き ま し て は 、 小 学 校 敷 地 内 に お け る 公 的 施

設 整備に引 き続 き 取り組 み、平成 30 年度は新 たに浦添 小学 校

施 設内に学 童ク ラブの施 設を 整備いた しま す。  

児 童 セ ン タ ー に つ き ま し て は 、 市 内 全 小 学 校 区 に 整 備 さ れ

た 11 箇所 の児童 センター を子 育て拠点 の一 つとして 活用 し、

地 域 住 民 と の 連 携 強 化 を 図 り 、 多 様 化 す る 市 民 ニ ー ズ に 対 応

し たセンタ ー運 営に努め てま いります 。  

児 童 虐 待 の 早 期 発 見 と 虐 待 防 止 の 取 り 組 み と し ま し て は 、

要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 の 機 能 強 化 を 図 る と と も に 、 複 雑

多 様 化 す る 相 談 に 応 え る 相 談 員 の 配 置 に よ り 、 適 切 ・ 有 効 な
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対 応 を 行 う 等 、 全 て の 子 ど も 達 が 健 や か に 育 つ 環 境 整 備 を 推

進 してまい りま す。  

こ ども医療 費助 成事業に つき ましては 、平成 30 年 10 月 か

ら 、 新 た に 未 就 学 児 に 対 す る 助 成 を 現 物 給 付 と し 、 医 療 機 関

窓 口 で 自 己 負 担 金 を 支 払 わ な く て も よ い 仕 組 み を 構 築 い た し

ま す。  

高 齢 者 福 祉 に つ き ま し て は 、「 第 五 次 て だ こ 高 齢 者 プ ラ ン 」

を 基 に 、 住 ま い ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 介 護 予 防 ・ 生 活 支 援 の サ ー ビ

ス を 一 体 的 に 受 け る こ と が で き る 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 深

化 と 推 進 を 図 り 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た サ ー ビ ス の 提 供 に 努 め

て まいりま す。  

介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 に つ き ま し て は 、 介 護 予

防 ・ 重 度 化 防 止 の 推 進 を 図 る た め 、 高 齢 者 の 状 態 に 応 じ た 介

護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト を 実 施 す る と と も に 、 高 齢 者 の 社 会

参 加 を 促 進 し 、 地 域 に お け る 支 え 合 い 体 制 づ く り を 促 進 し て

ま いります 。  

医 療 ・ 介 護 の 連 携 に つ き ま し て は 、 介 護 を 必 要 と す る 人 に

対 す る 支 援 が 円 滑 ・ 適 切 に 行 わ れ る よ う 、 浦 添 市 医 師 会 及 び

関 係機関と の連 携体制の 構築 に 努めて まい ります 。  

認 知 症 ケ ア 体 制 に つ き ま し て は 、 認 知 症 高 齢 者 等 の 見 守 り

Ｓ Ｏ Ｓ ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 、 認 知 症 に 関 す る 相 談 へ の 早 期 対

応 、認知症 に関 する知識 の普 及・啓発 に努 めてまい りま す。  

老 人 福 祉 セ ン タ ー 、 地 域 福 祉 セ ン タ ー 、 か り ゆ し セ ン タ ー

に つ き ま し て は 、 介 護 予 防 に 関 す る 事 業 や 、 文 化 ・ 教 養 講 座

等 を 実 施 し 、 中 高 年 齢 者 の 健 康 づ く り 、 生 き が い づ く り の 活

動 を積極的 に支 援してま いり ます。  

障 が い の あ る 方 へ の 支 援 に つ き ま し て は 、 基 幹 相 談 支 援 セ

ン タ ー に お き ま し て 、 総 合 的 な 相 談 業 務 を は じ め 、 発 達 障 が

い 児 支 援 、 虐 待 対 応 、 成 年 後 見 制 度 を 利 用 し た 権 利 擁 護 事 業

等 に取り組 んで まいりま す 。  
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身 体 障 害 ・ 知 的 障 害 ・ 精 神 障 害 等 に 係 る 障 害 福 祉 サ ー ビ ス

に つきまし ては、利用者 のニー ズに応じ たサ ービス を 提供 し、

自 立 支 援 、 社 会 参 加 促 進 等 に 努 め て ま い り ま す 。 ま た 、 児 童

福 祉 法 に 基 づ く 通 所 支 援 サ ー ビ ス を 提 供 し 、 障 が い 児 の 療 育

支 援を行っ てま いります 。  

重 度 障 が い 者 に 対 す る 施 策 と し ま し て は 、 医 療 費 助 成 事 業

や 特 別 障 害 者 手 当 の 支 給 等 を 継 続 し て 実 施 す る と と も に 、 重

度 心身障害 者医 療費助成 につ きまして は、 平成 30 年度よ り、

新 たに自動 償還 制度を導 入し、領収証 の提出 を不用に する 等、

利 便性向上 に努 めてまい りま す。  

障 害 者 手 帳 の 交 付 対 象 と な ら な い 方 々 に 対 し ま し て は 、 難

病 者 等 に は 日 常 生 活 用 具 の 給 付 を 行 い 、 軽 度 ・ 中 等 度 難 聴 の

児 童 に は 補 聴 器 購 入 等 の 助 成 を 行 う な ど 、 幅 広 い 支 援 を 行 っ

て まいりま す 。  

手 話 に つ き ま し て は 、 手 話 は 言 語 で あ る と の 認 識 の も と 、

「 浦 添 市 手 話 言 語 等 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手 段 の 利 用 促 進 に 関

す る 条 例 」 の 趣 旨 に 基 づ き 、 手 話 言 語 等 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

手 段の利用 促進 に努めて まい ります。  

「 サ ン ・ ア ビ リ テ ィ ー ズ う ら そ え 」 に つ き ま し て は 、 障 が

い 者 の 教 養 、 文 化 、 体 育 等 の 振 興 に 資 す る 取 り 組 み を 引 き 続

き 実施する とと もに 、地 域との 交流 の場 とし て活用 す るな ど、

障 が い 者 の 社 会 参 加 促 進 及 び 障 害 に 対 す る 理 解 促 進 に 努 め て

ま いります 。  

（ 仮 称 ） 発 達 障 が い 児 関 連 複 合 施 設 整 備 事 業 に つ き ま し て

は 、平成 30 年度 に実施設 計を 行い、31 年度 に建設工 事、そ し

て 32 年 度の供用 開始 に向 け鋭 意取り組 んで まいりま す 。  

ひ と り 親 家 庭 へ の 支 援 に つ き ま し て は 、 児 童 扶 養 手 当 の 支

給 と 母 子 及 び 父 子 家 庭 等 医 療 費 助 成 を 行 い 、 世 帯 の 生 活 の 安

定 と自立促 進を 図ってま いり ます。  

Ｄ Ｖ 被 害 者 や 、 養 育 困 難 な 母 子 世 帯 に つ い て も 、 母 と 子 が
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離 れ ば な れ に な る こ と な く 、 地 域 社 会 と の 繋 が り を 持 ち な が

ら 生 活 し て い け る よ う 、 母 子 生 活 支 援 施 設 浦 和 寮 に お い て 支

援 を行って まい ります。  

生 活 困 窮 世 帯 に つ き ま し て は 、 引 き 続 き 自 立 相 談 支 援 や 子

ど もへの学 習支 援に努め てま いります 。  

ま た 、 子 ど も の 貧 困 対 策 に つ い て は 、 各 地 域 の 現 状 を 把 握

し 、 関 係 機 関 と 情 報 を 共 有 し 、 食 事 の 提 供 、 学 習 支 援 な ど の

居 場所運営 の支 援を行っ てま いります 。  

国 民 健 康 保 険 事 業 に つ き ま し て は 、 平 成  30 年 度 か ら は 沖

縄 県 が 市 町 村 と と も に 国 民 健 康 保 険 の 保 険 者 と な り ま す 。 沖

縄 県 と の 円 滑 な 共 同 運 営 を 行 い 、 市 民 の 健 康 保 持 、 増 進 及 び

医 療 費 の 適 正 化 を 図 る と と も に 、 国 民 健 康 保 険 財 政 の 安 定 化

と その健全 運営 に努めて まい ります。  

 

第 ４ は「 安 全安 心 で安 ら ぎに み ちた 快 適環 境 都市」

についてであります。  

 

災 害 に 対 す る 備 え に つ き ま し て は 、 食 料 の 備 蓄 や 事 業 者 と

の 災害協定 等の 締結に取 り組 んでまい りま す。  

消 防 行 政 に つ き ま し て は 、 老 朽 化 し た 消 防 資 機 材 等 を 更 新

す る と と も に 、 指 導 救 命 士 に よ る 救 急 隊 員 の 教 育 や 処 置 拡 大

認 定 救 命 士 の 養 成 に 努 め て ま い り ま す 。 ま た 、 災 害 時 に お け

る 広域的な 連携 体制の構 築に 取り組ん でま いります 。  

安 全 な 日 常 生 活 を 送 る た め の 取 り 組 み に つ き ま し て は 、 市

民 の 消 費 者 生 活 の 安 全 ・ 安 心 ・ 利 益 を 確 保 す る た め 、 消 費 生

活 に 関 す る 専 門 相 談 員 の 配 置 を 継 続 し て 行 っ て ま い り ま す 。

ま た 、 振 り 込 み 詐 欺 の 被 害 防 止 、 消 費 生 活 の 意 識 高 揚 ・ 啓 発

を 目的とし た情 報提供 に 努め てまいり ます 。  

緑 化推進事 業に つきまし ては 、市民 に定着し てき まし た「花

と 緑 の ま ち づ く り 」 を 更 に 推 進 し 、 快 適 で 美 し い 都 市 環 境 及
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び 風景づく りに 努めてま いり ます。  

都 市 公 園 整 備 事 業 に つ き ま し て は 、 快 適 性 を 向 上 さ せ る と

と も に 、 緑 豊 か な 自 然 緑 地 を 保 全 す る 公 園 整 備 を 推 進 し て ま

い ります。  

豊 か な サ ン ゴ 礁 群 と 砂 浜 が 残 る 空 寿 崎 地 先 に お き ま し て は 、

海 岸 環 境 整 備 、 海 岸 利 用 空 間 の 創 出 に 向 け 、 地 域 住 民 の 意 見

を 反 映 さ せ な が ら 、 カ ー ミ ー ジ ー 地 区 海 浜 公 園 の 計 画 策 定 に

取 り組んで まい ります。  

景 観 ま ち づ く り の 推 進 に つ き ま し て は 、 浦 添 グ ス ク 周 辺 及

び 沖 縄 都 市 モ ノ レ ー ル 沿 線 の 良 好 な 景 観 形 成 に 努 め 、 浦 添 前

田 駅 周 辺 地 区 を 中 心 に 歴 史 ・ 文 化 の 薫 る ま ち づ く り に 取 り 組

ん でまいり ます 。  

西 海 岸 周 辺 エ リ ア に つ き ま し て も 、 景 観 地 区 指 定 や 臨 港 道

路 の 景 観 重 要 公 共 施 設 の 指 定 な ど 、 良 好 な 景 観 形 成 に 取 り 組

ん でまいり ます 。  

環 境 に や さ し い ま ち づ く り の 推 進 に つ き ま し て は 、 環 境 活

動 の 指 導 者 を 養 成 す る 「 環 境 教 育 リ ー ダ ー 育 成 講 座 」 と 次 世

代 を 担 う 児 童 生 徒 を 対 象 と し た 「 環 境 学 習 講 座 」 を 引 き 続 き

実 施してま いり ます。  

墓 地 行 政 に つ き ま し て は 、 市 民 に 提 供 で き る 新 た な 形 態 の

公 営 墓 と し ま し て 、 納 骨 壇 と 合 葬 室 を 併 せ 持 つ 「 浦 添 市 施 設

型 共同墓」が、平成 30 年度に供 用開始い たし ます。市民 の誰

も が利用し やす いよう、 円滑 な運営に 努め てまいり ます 。  

稼 働から 36 年目 を迎えた クリ ーンセン ター の次期処 理施 設

に つきまし ては 、計画的 に整備 を進める ため 、「施 設整備基 本

計 画 」 を 策 定 す る と と も に 、 環 境 ア セ ス メ ン ト に 取 り 組 ん で

ま いります 。  

 

第 ５ は「 ひ と・ ま ち・ 未 来が 輝 く市 民 協働 都 市 」に

ついてであります。  
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平成 30 年度より 、市民協 働を一 層推進す るた め、市民 部に

新 た に 市 民 協 働 ・ 男 女 共 同 参 画 課 を 設 け 、 市 民 協 働 の 情 報 一

元 化・ワン スト ップ窓口 機能 を確立い たし ます。  

ま ち づ く り に 寄 与 す る 人 材 育 成 に つ き ま し て は 、 て だ こ 市

民 大 学 の 運 営 に 引 き 続 き 取 り 組 ん で ま い り ま す 。 ま た 、 学 ぶ

楽 し さ を 体 感 で き る 「 ま な び フ ェ ス タ 浦 添 」 を 実 施 し 、 市 民

協 働のまち づく りを推進 して まいりま す。  

広 報事業に つき ましては 、「読 みやすく 」「見 やすく 」「見栄

え よ く 」 を 広 報 う ら そ え の ポ イ ン ト と し 、 市 の 施 策 や 事 業 を

取 り 上 げ る の は も ち ろ ん 、 多 く の 市 民 の 顔 が 見 え る 誌 面 作 り

を 継続して まい ります。  

ま た 、 市 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ の 充 実 と と も に 、 ソ ー シ ャ ル メ

デ ィ ア を 活 用 し 、 行 政 情 報 を 広 く 速 や か に 発 信 し て ま い り ま

す 。  

オ ー プ ン デ ー タ の 推 進 に つ き ま し て は 、 市 が 保 有 す る 地 理

空 間 情 報 、 統 計 情 報 な ど の 公 共 情 報 を ホ ー ム ペ ー ジ 上 で オ ー

プ ン デ ー タ と し て 公 開 し 、 浦 添 市 勢 の 理 解 促 進 に 努 め て ま い

り ます。  

広 聴 事 業 に つ き ま し て は 、 日 々 寄 せ ら れ る 市 へ の ご 意 見 及

び そ の 回 答 に つ い て 公 開 し 、 市 と し て の 考 え 方 を 広 く 共 有 す

る と と も に 、 行 政 懇 談 会 を は じ め 市 民 と の 意 見 交 換 の 機 会 を

積 極 的 に 設 け 、 協 働 の ま ち づ く り へ 向 け た 環 境 づ く り に 努 め

て まいりま す 。  

市内 41 自 治会に つきまし ては 、 本市の まち づくりを 支え 、

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 中 心 で あ る と の 認 識 の も と 、 活 動 支 援 を

引 き 続 き 行 い 、 更 な る 組 織 の 拡 充 ・ 発 展 を 促 進 し て ま い り ま

す 。  

「 浦添てだ こま つり」 に つき ましては 、 41 回目の開 催とな

り ま す 。 て だ こ ま つ り を 通 じ て 、 市 民 の コ ミ ュ ニ テ ィ 意 識 の
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高 揚、地域 相互 の連帯 ・ 親睦 を深めて まい ります。  

男 女共同参 画の 推進につ きま しては 、「第３ 次浦添市 男女 共

同 参 画 行 動 計 画 ～ て だ こ 女 男 （ ひ と ） プ ラ ン ～ 」 に 基 づ き 、

男 女 共 同 参 画 の 意 識 醸 成 に 努 め る と と も に 、 性 の 多 様 性 を 認

め 合 う 「 レ イ ン ボ ー 都 市 う ら そ え 」 の 具 現 化 と し て 、 パ ー ト

ナ ーシップ 制度 の創設に 取り 組んでま いり ます。  

行 財 政 改 革 に つ き ま し て は 、「 第 ４ 次 浦 添 市 行 政 改 革 大 綱 」

の 実 施 計 画 に 基 づ き 、 持 続 可 能 で 健 全 な 財 政 運 営 に 努 め る と

と も に 、 窓 口 業 務 委 託 な ど 民 間 活 力 を 導 入 し た 効 率 的 で 効 果

的 な 行 政 経 営 シ ス テ ム を 確 立 し 、 更 な る 市 民 サ ー ビ ス の 向 上

に 努めてま いり ます。  

 

以 上、平成 30 年 度の施策 につ いて述べ てま いりまし た。  

続 きまして 、平成 30 年度の予 算につい て申 し上げま す。  

新 年度予算 につ きまして は、「選択 と集中」を 意識し、ま た、

旺 盛な行政 需要 に応える べく 編成いた しま した。  

 

そ の結果、 平成 30 年 度予算は 、  

 一般会計 にお いて、 513 億 8,000 万 円、  

 特別会計 にお いて、 254 億 1,345 万 ２千 円、  

 企業会計 にお いて、 32 億 1,208 万 円  

と なってお りま す。  

 

本 定 例 会 に あ た り 、 一 般 会 計 予 算 の ほ か 、 多 く の 議 案 を 提

案 し て お り ま す が 、 各 議 案 の 詳 細 に つ き ま し て は 、 所 管 部 長

等 より説明 させ ていただ きま す。  

 

な お、議 案第８号 から議案 第 12 号まで の平成 29 年 度の「補

正 予算」及 び議案第 15 号の「浦 添市職員 の給 与に関す る条 例

等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」 の 議 案 に つ き ま し て は 、 先 議 案 件
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と して、ご 審議 賜ります よう お願い申 し上 げます。  

 

何 と ぞ 議 員 各 位 の 慎 重 な る ご 審 議 の う え 、 議 決 を 賜 り ま す

よ うお願い 申し 上げます 。  

 

             平成 30 年２月 23 日  

             浦添市長  松 本  哲 治  


